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平
成
二
十
六
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

も
う
い
い
か
い

　

火
を
消
す
ま
で
は

　
　
　
　

ま
あ
だ
だ
よ

　

第
二
四
回
全
国
消
防
操
法
大
会
は
一
一

月
八
日
（
土
）
東
京
都
江
東
区
「
東
京
臨

海
広
域
防
災
公
園
」
に
お
い
て
、
全
国
四

七
都
道
府
県
か
ら
ポ
ン
プ
車
の
部
と
小
型

ポ
ン
プ
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
二
四
消
防
団
が

参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本

県
代
表
の
大
潟

村
消
防
団
は
、

ポ
ン
プ
車
の
部

に
出
場
、
一
五

位
と
大
健
闘
し

ま
し
た
。

　

操
法
指
導
者

は
、
次
の
と
お

り
述
べ
て
お
り

ま
す
。

　

指
揮
者
の
士

気
も
よ
く
、
ホ

ー
ス
ラ
イ
ン
は

や
や
蛇
行
し
た

も
の
の
、
ブ
レ

第
二
四
回　

全
国
消
防
操
法
大
会

大
潟
村
消
防
団
大
健
闘

幅
一
メ
ー
ト
ル
の
許
容
範
囲
な
の
で
は
な

い
か
と
感
じ

た
。
特
に
、
競

技
中
に
大
き
な

失
敗
も
な
く
、

ス
ム
ー
ズ
な
操

法
だ
っ
た
と
評

価
し
て
い
ま

す
。
残
念
だ
っ

た
の
は
、
競
技

中
に
左
足
の
肉

離
れ
を
起
こ
し

た
選
手
が
で
て

し
ま
っ
た
こ
と

で
し
た
。

　

目
標
と
す
る
側
、
さ
れ
る
側
の
わ
ず
か

な
差
が
全
国
大
会
で
は
大
き
く
成
績
に
影

響
し
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
タ
イ
ム
と
行
動
の

要
領
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
操
法
指
導

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

■
全
国
大
会
に
出
場
し
て

指
揮
者　

佐
藤　

友
能

結
果
が
全
て
の
大
会
で
、

結
果
を
残
す
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
応
援

に
感
謝
致
し
ま
す
。

一
番
員　

椎
川　

健
一

今
回
の
大
会
で
は
非
常
に

悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た

が
、
こ
の
気
持
を
バ
ネ
に

消
防
活
動
に
励
み
ま
す
。

二
番
員　

村
上　

直
樹

不
安
と
緊
張
で
い
つ
も
の

と
お
り
に
体
が
動
か
な
か

っ
た
の
が
悔
し
く
思
い
ま

す
。
応
援
あ
り
が
と
う
。

三
番
員　

高
木　

茂
之

出
場
出
来
た
経
験
を
、
消

防
団
活
動
に
生
か
せ
る
よ

う
日
々
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

四
番
員　

吉
原　
　

忍

全
国
大
会
は
三
度
目
の
出

場
で
す
。
今
後
も
全
国
に

通
用
す
る
操
法
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

補
助
員　

菅
野　

正
史

目
標（
優
勝
）を
達
成
す
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

は
、
残
念
に
思
い
ま
す
。

ご
支
援
に
感
謝
し
ま
す
。

■
上
位
の
成
績

激励あいさつ

ポ　ン　プ　車　の　部
順　位
優　勝
準優勝
〃
〃
１５位

都道府県名
長 崎 県
神奈川県
鳥 取 県
長 野 県
秋 田 県

消防団名
壱岐市消防団
座間市消防団
江府町消防団
富士見町消防団
大潟村消防団

総合得点
184.5点
175.5点
173.0点
173.0点
162.5点

タイム(注)
109.87秒
109.55秒
110.28秒
111.03秒
115.95秒

小 型 ポ ン プ の 部
順　位
優　勝
準優勝
〃
〃

都道府県名
岡 山 県
兵 庫 県
島 根 県
広 島 県

消防団名
岡山市消防団
福崎町消防団
東出雲町消防団
福山市消防団

総合得点
91.0点
91.0点
90.5点
90.0点

タイム
40.29秒
41.06秒
41.85秒
41.93秒

 (注)第１線と第２線の合計
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平
成
二
六
年
度
全
県
消
防
団
長
研
修
会

が
一
二
月
四
日
（
木
）
午
後
二
時
か
ら
、

秋
田
市
中
通
「
イ
ヤ
タ
カ
」
で
消
防
団

長
、
消
防
長
ら
六
〇
名
が
参
加
し
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
昨
年
一
一
月
由
利
本
荘
市

で
発
生
し
た
土
砂
災
害
で
の
消
防
団
活
動

の
事
例
発
表
の
ほ
か
、
「
秋
田
県
の
防
災

対
策
」
、
「
消
防
団
員
確
保
と
新
時
代
に

向
け
て
の
活
動
」
に
つ
い
て
の
講
演
二

題
、
そ
し
て
、
「
消
防
学
校
に
お
け
る
消

防
団
員
教
育
訓
練
」
を
テ
ー
マ
に
課
題
討

議
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

  「
平
成
二
五
年
一
一
月
二
一
日
に
発
生

   　

  

し
た
土
砂
災
害
で
の
消
防
団
活
動
」

　
　

発
表
者…

由
利
本
荘
市
消
防
団

団　

長　

周
防　

彦
宗

■
発
表
項
目

　

◯
土
砂
災
害
の
概
要

　

◯
災
害
発
生
ま
で
の
経
緯

　

◯
土
砂
災
害
発
生

　
　

・
安
全
管
理

　
　

・
捜
索
方
法

　
　

・
活
動
方
針
確
立
後

　

◯
今
後
の
課
題

「
秋
田
県
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
」　

　
　

講　

師…

土
田　

元 

氏

        　

秋
田
県
総
合
防
災
課 

政
策
監

■
講
演
の
内
容

　

・
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

　

・
秋
田
県
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

　

・
想
定
地
震
に
つ
い
て

　

・
津
波
関
連
デ
ー
タ
に
つ
い
て

　

・
地
域
防
災
計
画
の
主
な
見
直
し
内
容

　

・
東
日
本
大
震
災
後
の
各
市
町
村
の
津

　
　

波
へ
の
対
応
状
況

　

・
市
町
村
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

　

・
新
し
い
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て

　

・
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
備
蓄
等

　
　

の
あ
り
方
の
見
直
し
結
果

　

・
広
域
防
災
拠
点
の
整
備

　

・
避
難
勧
告
等
の
判
断
、
伝
達
マ
ニ
ュ

　
　

ア
ル
の
策
定

　

・
雪
下
ろ
し
注
意
情
報
の
発
表
基
準
、

　
　

区
域
区
分

　

・
秋
田
県
の
火
山
対
策
に
つ
い
て

　

・
自
主
防
災
組
織
の
強
化

平
成
二
六
年
度 

全
県
消
防
団
長
研
修
会

講　

演　

㈡

講　

演　

㈡

講　

演　

㈠

講　

演　

㈠

災
害
活
動
事
例

災
害
活
動
事
例

消
防
団
員
教
育
訓
練
に
つ
い
て
討
議

消
防
団
員
教
育
訓
練
に
つ
い
て
討
議

消
防
団
員
教
育
訓
練
に
つ
い
て
討
議

消
防
団
員
教
育
訓
練
に
つ
い
て
討
議

消
防
団
員
教
育
訓
練
に
つ
い
て
討
議

消
防
団
員
教
育
訓
練
に
つ
い
て
討
議

消
防
団
員
教
育
訓
練
に
つ
い
て
討
議

　
「
共
に
守
る
仲
間
た
ち

      

〜
消
防
団
員
確
保
と
新
時
代
に

        

向
け
て
の
活
動
〜
」

　
　

講　

師…

小
澤　

浩
子 

氏

　
　
　
　
消
防
団
員
確
保
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

            

東
京
都
赤
羽
消
防
団 

副
団
長
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■
講
演
の
内
容

　

◯
今
、
見
直
さ
れ
る
消
防
団

　
　

・
東
日
本
大
震
災
後
に

　
　

・
節
目
を
迎
え
た
消
防
団

　

◯
消
防
団
員
確
保
に
向
け
て

　
　

・
現
在
の
消
防
団
の
概
況

　
　

・
消
防
団
員
の
入
団
を
阻
む
壁

　
　
　

（
社
会
環
境
の
変
化
、
価
値
観
の

　
　
　

変
化
、
消
防
団
へ
の
理
解
不
足)

　
　

・
団
員
確
保
の
た
め
の
様
々
な
取
り

　
　
　

組
み

　
　
　

（
消
防
団
員
優
遇
制
度)

　

◯
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
活
動
に
向
け
て

　
　

・
女
性
消
防
団
員
の
活
動

　
　

・
今
後
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
消
防
団

　
　
　

の
活
動

　
「
消
防
学
校
に
お
け
る
消
防
団
員

      

教
育
訓
練
に
つ
い
て
」
　

　
　

進　

行…

秋
田
県
総
合
防
災
課

 

副
主
幹　

堀
井　

正
人

　
　

説　

明…

秋
田
県
消
防
学
校

副
校
長　

越
後
屋
光
晴

◯
こ
れ
か
ら
の
幹
部
教
育
に
つ
い
て

◯
「
消
防
団
の
装
備
の
基
準
」
の
改
正
に

　

つ
い
て

■
テ
ー
マ
１

　

消
防
学
校
で
行
う
教
育
訓
練
基
準
の
一

　

部
改
正
に
伴
う
幹
部
教
育
へ
の
対
応
等

　

に
つ
い
て

　
　

来
年
度
以
降「
現
場
指
揮
課
程
」は
、

　

受
講
時
間
が
一
四
時
間
以
上
と
な
る
こ

　

と
か
ら
、
二
日
間
と
三
日
間
の
日
程
案

　

を
示
し
た
。

　
　

団
長
及
び
消
防
事
務
担
当
者
か
ら
出

　

さ
れ
た
様
々
な
意
見
を
、
今
後
の
検
討

　

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

■
テ
ー
マ
２

　

消
防
学
校
で
行
う
消
防
団
教
育
へ
の
各

　

消
防
団
の
受
講
者
の
選
考
方
法
等
に
つ

　

い
て

　
　

消
防
学
校
で
実
施
し
て
い
る
、
消
防

　

団
員
基
礎
教
育
と
女
性
消
防
団
員
教
育

　

は
、
毎
年
受
講
者
が
少
な
く
、
懸
念
し

　

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

各
消
防
団
の
実
情
や
改
善
策
に
つ
い

　

て
の
意
見
も
出
さ
れ
た
の
で
、
今
後
の

　

検
討
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

　

『平成27年出初め式（観閲）』の開催日時等

消　防　団　　  日　　時 場　　　　　所
平成26年11月18日現在

鹿 角 市

小 坂 町

大 館 市

北 秋 田 市

上 小 阿 仁 村

（能　代）

（二ツ井）

藤 里 町

八 峰 町

三 種 町

男 鹿 市

潟 上 市

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

秋 田 市

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

大 仙 市

仙 北 市

美 郷 町

横 手 市 横 手

横 手 市 増 田

横 手 市 平 鹿

横手市雄物川

横 手 市 大 森

横手市十文字

横 手 市 山 内

横 手 市 大 雄

湯 沢 市

羽 後 町

東 成 瀬 村

4日 11:00～

4日 11:20～

4日  9:15～

4日  9:00～

4日 10:40～

5日  9:15～

5日  8:20～

4日  9:45～

5日  9:00～

4日  9:30～

4日 13:00～

4日 13:30～

4日  9:00～

4日 13:30～

4日 10:00～

6日 10:00～

4日 10:00～

5日 10:00～

5日 13:30～

5日 13:00～

6日 11:50～

4日 14:30～

6日  9:30～

4日 13:10～

4日 13:00～

5日 13:50～

4日  9:20～

4日 13:10～

5日  9:15～

4日 10:15～

5日 15:20～

5日 13:30～

4日 14:00～

花輪大町・新町通り

康楽館前（明治百年通り）

大町中央通り

北都銀行鷹巣支店前

上小阿仁村トレーニングセンター前

秋田銀行能代駅前支店前

北都銀行二ツ井支店前

藤里町役場前

旧八森町役場前

琴丘総合体育館駐車場

秋田銀行男鹿支店前

天王総合体育館（式典のみ）

朝市駐車場

八郎潟町役場前

農村環境改善センター前

ふれあい健康館（式典のみ）

山王けやき通り

由利本荘市役所前

金浦体育館（式典のみ）

大曲市民会館第２駐車場

西明寺小学校校庭

総合体育館リリオス前駐車場

横手体育館前駐車場

増田ふれあいプラザ駐車場

平鹿生涯学習センター前

雄物川体育館

大森庁舎前

十文字幸福会館前

山内体育館前

大雄庁舎前

湯沢文化会館

総合体育館（式典内で実施）

中学校体育館（式典内で実施）

課
題
討
議
・
意
見
交
換

課
題
討
議
・
意
見
交
換

能代市
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「
女
性
の
力
で
地
域
を
守
る
〜
ち
ば
か
ら

全
国
へ
地
域
防
災
の
輪
を
広
げ
よ
う
〜
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
第
二
〇
回
全
国
女
性

消
防
団
員
活
性
化
ち
ば
大
会
が
、
一
一
月

一
四
日
（
金
）
千
葉
県
浦
安
市
舞
浜
ア
ン

フ
ィ
シ
ア
タ
ー
を
会
場
に
全
国
か
ら
三
，

八
〇
〇
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
県
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
最
高
の
五

四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
に
引
き
続

き
、
大
会
旗
が
せ
り
上
が
り
で
入
場
、
開

会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
四
団
体
に
よ
る
活
動
事
例
発

表
が
行
わ
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

千
葉
県
内
の
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

午
後
に
入
り
、
火
災
予
防
啓
発
劇
の
発

表
が
四
団
体
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
の
団
体
も
完
成
度
が
非
常
に
高
い
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
地
元
千
葉
市
出
身
の
市

原
悦
子
さ
ん
（
女
優
・
声
優
）
に
よ
る
記

念
公
演
「
朗
読
と
お
話
の
世
界
」
は
正
に

感
動
の
一
言
で
し
た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ミ

ッ
キ
ー
、
ミ
ニ
ー
の
登
場
と
い
う
予
期
せ

ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
会
場
内
は
大
変

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
次
期
開
催
地
の
佐
賀
県
に
大
会

旗
が
引
き
継
が
れ
、本
大
会
も
無
事
終
了
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

開会式　大会旗入場

次期開催地代表挨拶

第第
二
〇
二
〇
回 

全
国
女
性
団
員
活
性
化
ち
ば
大
会

全
国
女
性
団
員
活
性
化
ち
ば
大
会

＝ 

来
年
度
は
佐
賀
県
で
開
催

来
年
度
は
佐
賀
県
で
開
催 

＝

第
二
〇
回 

全
国
女
性
団
員
活
性
化
ち
ば
大
会

＝ 

来
年
度
は
佐
賀
県
で
開
催 

＝

ちば大会プログラム
■ウエルカムコンサート
　　　松戸市消防音楽隊
■開　会　式
■活動事例発表
　　　南丹市消防団（京都府）
　　　多気町消防団（三重県）
　　　美咲町消防団（岡山県）
　　　八千代市消防団（千葉県）
■アトラクション
　　　千葉県内伝統芸能
■火災予防啓発劇
　　　宮崎市消防団（宮崎県）
　　　富山市消防団（富山県）
　　　横浜市泉消防団（神奈川県）
　　　松伏町消防団（埼玉県）
■記 念 講 演
　　　市原悦子（女優・声優）
■閉　会　式
　　　大会宣言
         お礼の言葉
         大会旗引き継ぎ
         次期開催地あいさつ

富山県富山消防団

埼玉県松伏町消防団

宮崎県宮崎市消防団

神奈川県横浜市泉消防団
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に
か
ほ
市
消
防
団　

齋
藤　

晶
子

　

「
千
葉
県
浦
安
市
」
周
辺
は
メ
ル
ヘ
ン

チ
ッ
ク
な
夢
の
世
界
。
そ
の
一
角
で
の
開

催
と
あ
り
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出
等
に
、

気
持
が
高
揚
し
感
激
し
ま
し
た
。
今
回
の

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
へ
参
加

で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

各
種
発
表
は
、
各
地
で
奮
闘
し
て
い
る

同
士
の
活
動
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
り
、
直

ぐ
に
我
が
団
で
も
取
り
入
れ
た
い
と
思
う

内
容
も
あ
っ
た
り
と
、
多
々
吸
収
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
公
演
で
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
し

た
、
女
優
「
市
原
悦
子
さ
ん
」。
幼
い
頃

か
ら
「
日
本
昔
ば
な
し
」
の
語
り
役
と
し

て
馴
染
み
の
方
で
す
。
自
ら
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
詩
の
朗
読
な
ど
の
語
り
ぶ
り
が
心
の

中
に
ス
ー
ッ
と
染
み
込
み
、
温
か
な
感
情

に
包
ま
れ
、
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

　

情
報
交
流
会
で
は
、
懐
か
し
く
再
会
を

喜
び
あ
っ
た
方
、
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
近
々
女
性
消
防
団
同
士
の
交
流
を
約

束
し
た
方
等
々
、
た
く
さ
ん
親
睦
を
深
め

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
大
会
が
、
自
分
達
の
現
在
の
活

動
に
プ
ラ
ス
と
な
り
、
拡
充
の
可
能
性
を

見
つ
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
今
大
会
を
企
画
し
て
く
れ
た
関
係
者

の
皆
様
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

に
か
ほ
市
消
防
団　

今
野　

裕
子

　

今
回
初
め
て
他
県
で
開
催
す
る
活
性
化

大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
大
会

始
ま
っ
て
以
来
の
参
加
団
員
の
多
さ
だ
そ

う
で
、
規
模
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

活
動
発
表
、
啓
発
劇
・
・
・
・
様
々
な

方
法
で
地
域
の
方
々
と
接
し
、
防
火
活
動

の
様
子
は
、
と
て
も
興
味
深
く
、
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、

女
優
市
原
悦
子
さ
ん
の
お
話
と
朗
読
で

は
、
言
葉
の
強
さ
を
知
り
「
伝
え
る
」
と

い
う
こ
と
は
、
こ
う
い
う
事
な
の
か
と
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
得
た
情
報
や
、
知
り
合
う

事
が
出
来
た
仲
間
を
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

の
励
み
、
参
考
に
し
て
、
今
後
も
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

に
か
ほ
市
消
防
団　

新
田　

ま
ゆ
み

　

ち
ば
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

活
動
事
例
発
表
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
を
活
用
し
た
り
、
ま
た
、
火
災
予
防
啓

発
劇
で
は
、
老
人
に
も
分
か
り
や
す
く
楽

し
く
参
加
出
来
る
よ
う
に
水
戸
黄
門
を
登

場
さ
せ
た
り
、
避
難
訓
練
を
テ
ー
マ
に
し

て
災
害
時
の
対
応
等
、
家
族
や
地
域
で
の

協
力
の
大
切
さ
を
、
各
消
防
団
が
各
地
域

に
あ
る
物
を
利
用
し
て
活
動
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
プ
ラ
ス
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

湯
沢
市
消
防
団　

後
藤　
　

綾

　

今
回
の
大
会
で
は
、
以
前
よ
り
学
校
又

は
会
議
等
で
交
流
が
あ
っ
た
方
々
が
多
く

参
加
さ
れ
て
お
り
、
一
団
員
同
士
の
交
流

か
ら
、
団
長
を
巻
き
込
み
、
団
全
体
と
し

て
の
交
流
の
話
に
繋
が
る
な
ど
、
和
や
か

で
あ
り
な
が
ら
も
活
発
で
有
意
義
な
会
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
交
流
会
や
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
団
員

教
育
訓
練
や
会
議
等
々
、
顔
を
合
わ
せ
ら

れ
る
場
の
必
要
性
を
再
確
認
し
た
会
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
こ
れ
ま
で
最
高
の
三
，
八
〇

〇
名
、
千
葉
の
見
所
を
存
分
に
生
か
し
た

大
会
と
な
っ
て
お
り
、
ミ
ッ
キ
ー
、
ミ
ニ

ー
の
登
場
に
は
誰
よ
り
も
森
田
健
作
知
事

よ
り
も
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

主
催
者
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
総

務
大
臣
並
び
に
消
防
庁
長
官
、
日
本
消
防

協
会
長
よ
り
、
消
防
団
員
の
必
要
性
と
、

今
後
の
支
援
に
お
い
て
も
全
力
を
尽
く
す

と
い
う
力
強
い
お
言
葉
が
あ
り
、
そ
の
後

発
表
さ
れ
た
活
動
事
例
の
中
に
あ
り
ま
し

た
、
「
予
防
に
勝
る
活
動
な
し
」
の
言
葉

が
と
て
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

湯
沢
市
で
は
活
動
を
模
索
中
で
あ
り
ま

す
が
、
今
後
の
活
動
基
盤
と
な
り
、
活
動

自
体
も
活
性
化
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
大
会
趣
旨
に
あ
る
と
お
り
、

団
活
動
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
防
災
に
繋

が
る
非
常
に
素
晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
。

全
国
女
性
消
防
団
員

全
国
女
性
消
防
団
員

    
活
性
化
大
会
参
加
者
か
ら
の

活
性
化
大
会
参
加
者
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

全
国
女
性
消
防
団
員

全
国
女
性
消
防
団
員

    
活
性
化
大
会
参
加
者
か
ら
の

活
性
化
大
会
参
加
者
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

全
国
女
性
消
防
団
員

  
活
性
化
大
会
参
加
者
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

情報交流会の会場①

情報交流会の会場②

　

情
報
交
流
会
で
は
、
序
盤
、
バ
ー
ゲ
ン

セ
ー
ル
の
如
き
料
理
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
交
流
ど
こ
ろ
か
亀
裂
が
入
る
の
で
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素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
が
、
中
で
も

富
山
市
消
防
団
の
水
戸
黄
門
越
中
編
と
横

浜
市
泉
消
防
団
の
「
Ｊ
Ｋ
Ｇ
体
操
」
は
私

達
の
心
が
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
チ
ラ
シ
の
配

布
だ
け
で
は
な
く
、消
防
団
と
し
て
団
結
、

餅
っ
こ
ま
つ
り
や
婦
人
芸
能
祭
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
千
葉
県
の
素
晴
ら
し
い
会
場
、
こ

れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ス
テ
ー
ジ
、
感
動
だ
ら
け
で
し
た
。

　

五
〇
名
が
参
加
し
た
大
会
前
夜
の
県
の

情
報
交
流
会
に
お
い
て
は
、
潟
上
市
の
古

戸
さ
ん
と
大
仙
市
の
草
彅
さ
ん
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
早
速
実
践

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
情
報

交
流
会
も
含
め
て
実
の
あ
る
大
会
で
し

た
。
来
年
ま
た
佐
賀
大
会
に
参
加
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

大会当日宿舎ロビー

大会メイン会場前全員集合

な
い
か
と
開
始
当
初
は
心
配
に
な
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
中
盤
か
ら
は
女
性
な
ら

で
は
の
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
と
明
る
さ
で
、

ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
主
演
者

が
歌
え
な
く

な
る
ほ
ど
に

大
盛
況
で
し

た
！
他
県
の

方
々
と
も
名

刺
交
換
等
さ

せ
て
い
た
だ

い
た
の
で
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
交
流
の
輪
、
活
動

の
輪
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

北
秋
田
市
消
防
団　

成
田　

秀
子

　

第
二
〇
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

ち
ば
大
会
へ
の
参
加
の
際
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
六
名
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
特

に
初
め
て
参
加
し
た
三
名
は
、
各
消
防
団

の
活
動
を
目
の
当
た
り
に
し
、
感
動
と
感

激
で
一
杯
で
し
た
と
語
っ
て
お
り
ま
す
。

　

活
動
事
例
発
表
の
四
団
体
と
、
火
災
予

防
啓
発
劇
の
四
団
体
は
本
当
に
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
私
達
が
火
災
警
報
器
の
共
同

購
入
、
普
及
活
動
で
二
〇
〇
八
年
婦
人
消

防
隊
と
し
て
東
北
や
全
国
で
発
表
し
た
時

は
、
ス
ラ
イ
ド
も
使
用
し
な
い
で
発
表
し

ま
し
た
が
、
今
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

火
災
予
防
啓
発
劇
で
は
、
ど
の
団
体
も 情報交流会の会場③

情報交流会の会場⑥ 情報交流会の会場⑤ 情報交流会の会場④
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平
成
二
六
年
度

平
成
二
六
年
度

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

平
成
二
六
年
度

秋
田
県
消
防
学
校

平成26年度  消防団員指導員研修受講者名簿

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

　

平
成
二
六
年
度
消
防
団
員
指
導
員
研
修

は
、
一
一
月
二
九
日（
土
）、
三
〇
日（
日
）

の
二
日
間
、
秋
田
県
消
防
学
校
（
由
利
本

荘
市
岩
城
）
で
開
催
さ
れ
、
二
五
消
防
団

か
ら
二
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
幹
部
の
心
得
、
現
場
指
揮

・
安
全
管
理
、
住
民
指
導
・
災
害
情
報
収

集
伝
達
、
消
防
団
の
活
性
化
な
ど
の
座
学

や
訓
練
礼
式
、
応
急
手
当
・
普
通
救
命
講

習
、
消
防
訓
練
・
消
火
活
動
・
救
助
活
動

な
ど
の
実
技
を
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　

入
校
式
で
秋
田
県
消
防
協
会
中
田
潤
会

長
は
、
「
こ
の
研
修
は
、
消
防
団
員
の
指

導
に
当
た
る
幹
部
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
秋
田
県
消
防
協
会
が
日
本
消
防
協

会
の
支
援
を
受
け
、
ま
た
、
秋
田
県
消
防

学
校
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
す
る
も
の
で

す
。
研
修
期
間
は
二
日
間
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
座
学
と
実
技
が
う
ま
く
配
分
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
団
員
の
指

導
に
当
た
ら
れ
る
皆
様
に
は
、
大
変
有
意

義
な
研
修
で
す
。
我
々
消
防
団
を
巡
る
環

境
は
、
団
員
の
減
少
の
ほ
か
、
高
齢
化
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
の
進
行
な
ど
で
、
地
域

消
防
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
、
記
録
的
な
大

雨
や
豪
雪
な
ど
自
然
災
害
の
多
発
や
災
害

の
複
雑
化
、
多
様
化
な
ど
で
、
消
防
の
役

割
は
益
々
重
要
と
な
り
、
そ
の
分
、
県
民

の
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
研
修
を
受
講
さ
れ
る
皆
様
に

は
、
消
防
団
員
と
し
て
の
経
験
も
豊
富
な

方
々
で
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
状
況
下
に
あ

る
消
防
団
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
力

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
に
よ
り
ま

し
て
、
消
防
に
対
す
る
住
民
の
期
待
に
応

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

折
角
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
全

県
各
地
域
か
ら
参
加
さ
れ
た
仲
間
と
の
交

流
を
深
め
ら
れ
、
実
り
多
い
研
修
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

氏　　名
海　沼　憲　一
花　田　　　寿
亀　山　祐　悦
北　嶋　秀　一
戸　松　博　美
安　井　鉄　男
金　平　多三夫
千　田　信　男
菊　地　栄　進
戸　田　正　広
三　浦　公　徳
横　山　久　雄
村　上　康　浩
横　山　　　功
西　村　　　久
千　田　幹　広
大　坂　久　男
藤　原　　　勉
髙　橋　和　雄
最　上　　　浩
佐　藤　幸　喜
高　橋　　　一
小田嶋　敏　夫
伊　藤　寿　人
兼　子　賢　一
藤　岡　俊　一
池　田　耕　一
鈴　木　清　一

　 消 防 団 名 　
鹿 角 市
大 館 市
北 秋 田 市
上 小 阿 仁 村
能 代 市
能 代 市
八 峰 町
男 鹿 市
潟 上 市
八 郎 潟 町
井 川 町
秋 田 市
由 利 本 荘 市
に か ほ 市
大 仙 市
仙 北 市
美 郷 町
横 手 市 増 田
横 手 市 平 鹿
横 手 市 雄 物 川
横 手 市 十 文 字
横 手 市 山 内
横 手 市 大 雄
横 手 市 大 雄
湯 沢 市
湯 沢 市
羽 後 町
東 成 瀬 村

階　級
班 長
部 長
班 長
班 長
副 分 団 長
副 分 団 長
分 団 長
副 分 団 長
団 員
部 長
分 団 長
副 団 長
分 団 長
分 団 長
部 長
分 団 長
分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長
部 長
部 長
分 団 長
分 団 長
分 団 長
分 団 長
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総
務
省
消
防
庁
で
は
平
成
一
八
年
度
、

被
雇
用
者
団
員
比
率
の
上
昇
な
ど
に
よ
る

消
防
団
員
数
の
減
少
を
解
決
す
る
対
策
と

し
て
、
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
」
を
構
築
し
、
導
入
推
進
を
図
り
ま
し

た
。

　

鹿
角
市
・
小
坂
町
で
は
、
多
様
化
す
る

自
然
災
害
に
備
え
、
各
種
分
野
で
の
専
門

知
識
・
技
術
を
期
待
し
「
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
制
度
実
施
要
綱
」
を
定
め
、
平

成
二
二
年
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。
施
行
直

後
か
ら
各
事
業
所
の
関
心
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
多
く
の
事
業
所
か
ら
認
定
の
申
請

が
あ
り
ま
し

た
。

　

認
定
事
業

所
で
は
、
自

然
災
害
を
想

定
し
た
大
型

重
機
で
の
災

害
対
応
訓

練
、
消
防
署

救
急
隊
と
の

連
携
訓
練
を

実
施
し
た
ほ

か
、
消
防
団

行
事
へ
の
参

加
や
消
防
水
利
周
辺
の
除
雪
作
業
な
ど

様
々
な
形
で
消
防
活
動
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
の
豪
雨
災
害
で
は
、
消
防
署
員
・

消
防
団
員
で
の
人
海
戦
術
で
対
応
が
困
難

な
現
場
に
、
登
録
し
て
い
る
「
消
防
団
協

力
事
業
所
」
を
要
請
し
ま
し
た
。
大
型
重

機
を
用
い
て
の
活
動
は
訓
練
成
果
も
発
揮

さ
れ
、
専
門
職
な
ら
で
は
の
、
高
度
な
技

術
で
消
防
活
動
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
鹿
角
支
部
管
内
に
は
一
六
事
業

所
が
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
と
し
て
の

認
定
及
び
表
示
証
の
交
付
を
受
け
て
お

り
、
消
防
団
同
様
に
地
域
を
守
る
重
要
な

存
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
情
報
提
供
＝
鹿
角
支
部
】

＝
大
館
市
消
防
団
＝

建　　物

林　　野

車　　輛

そ の 他

合　　計

死 者 数

負傷者数

平成26年 平成25年 同期比較

11月 累計 累計11月 年計 11月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

　
　

大
館
市
消
防
団
は
、
伝
統
あ
る
纏
振

り
を
後
世
ま
で
伝
承
す
る
た
め
、
基
本
動

作
を
詳
細
に
説
明
し
た
「
大
館
市
消
防
団

纏
振
り
伝
承
映
像
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
映
像
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て
各

分
団
へ
配
布
す
る
と
共
に
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
公
開
し
ま
し
た
。

【
情
報
提
供
＝
大
館
北
秋
田
支
部
】

纏
振
り
伝
承
映
像
を
制
作

＝
鹿
角
支
部
＝

　
地
域
を
守
る「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
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